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１-１-３． 那珂川市における立地適正化計画の必要性 

（１）将来的な人口減少・高齢社会への対応 

 ＜略＞ 

（２）積極的なまちづくりの推進 

＜略＞ 

那珂川市の都市計画マスタープランでは、主要な拠点（中心拠

点、行政・福祉拠点、地域拠点）に加えて、計画的な新しい市街

地の創出を検討することとしています。コンパクトなまちづくり

を行う上で、拠点の位置付けを明確にしながら、計画的なまちづ

くりを行っていくことも、那珂川市における立地適正化計画の目

的の一つです。 

 

 

１-１-３． 那珂川市における立地適正化計画の必要性 

（１）将来的な人口減少・高齢社会への対応 

 ＜略＞ 

（２）積極的なまちづくりの推進 

＜略＞ 

那珂川市の都市計画マスタープランでは、主要な拠点（右図の

ピンクの拠点）に加えて、計画的な新しい市街地の創出（黄色の

区域）を検討することとしています。コンパクトなまちづくりを

行う上で、これまでの拠点と新たな拠点の位置付けを明確にしな

がら、計画的なまちづくりを行っていくことも、那珂川市におけ

る立地適正化計画の目的の一つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：那珂川町都市計画マスタープランを一部加工 出典：那珂川市都市計画マスタープランを一部加工 

拠点等 

新市街地の検討区域 

市街化区域 

都市計画区域 

博多南駅周辺 

市役所周辺 

道善交差点周辺 

＜都市計画マスタープランにおける拠点等の位置付け＞ 
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１－２ 計画の前提条件 

１-２-１． 計画の対象区域 

図 計画の対象区域 

※市街化区域のラインを修正 

 

２-１-２． 人口 

図 小地域（100ｍ毎）の高齢化率 

※市街化区域のラインを修正 

 

２-１-３． 土地利用 

図 市街化区域内の土地利用の状況 

※市街化区域のラインを修正 

 

２-１-４． 都市交通 

図 公共交通及び人口分布の状況 

※市街化区域のラインを修正 

 

３-２ 目指すべき都市構造 

左図 

 ※市街化区域のラインを修正 

北部市街地図 

※市街化区域のラインを修正 

 

 

 

 

 

１－２ 計画の前提条件 

１-２-１． 計画の対象区域 

図 計画の対象区域 

 

 

２-１-２． 人口 

図 小地域（100ｍ毎）の高齢化率 

 

 

２-１-３． 土地利用 

図 市街化区域内の土地利用の状況 

 

 

２-１-４． 都市交通 

図 公共交通及び人口分布の状況 

 

 

３-２ 目指すべき都市構造 

左図 

  

北部市街地図 
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第４章 防災指針 

 

４－１基本的な考え方 

防災指針は、居住や都市機能の誘導を図る上で必要となる都市

の防災に関する機能の確保を図るための指針です。 

本計画では、市街地内に浸水想定区域や土砂災害特別警戒区域

等が含まれていることから、災害リスクをできる限り回避・低減

させるための指針を定めるとともに、災害リスクの分析をもとに

誘導区域の設定を検討し、防災・減災まちづくりを計画的に実施

するための具体的な取り組みを位置づけます。 

また、以下の関連計画における方針を踏まえて防災指針を検討

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連計画１】那珂川市都市計画マスタープラン 
 
第７節 都市防災の方針 
◆危険箇所の解消と安全な地域への居住誘導  
【総合計画 1-2-3 災害に備えた社会基盤の強靭化】 

急傾斜崩壊危険箇所や土石流危険箇所等、災害の発生が
予想される箇所については、砂防事業等による防災施策を
関係機関と連携して行う。また、市民と災害リスクを共有
し、土砂災害特別警戒区域*については、安全な地域への居
住誘導を促進する。 

◆洪水浸水被害の低減                      
【総合計画 1-2-3 災害に備えた社会基盤の強靭化】 

河川について、河川の流下能力不足の箇所は、ひとたび
集中豪雨に見舞われると氾濫等が発生し家屋浸水被害はも
とより、豪雨災害時の避難路の遮断の原因となり、大きな
被害に繋がるおそれがあるため、河川改修事業などを関係
機関と協力して促進する。農業用ため池のうち防災重点た
め池について、ため池ハザードマップ*を作成し、危険性が
高いため池については災害予防のための整備等を検討す
る。また、特に居住誘導区域内の浸水想定区域において、
河川氾濫や内水被害による洪水浸水被害に対して、河川や
水路の整備を行うとともに、雨水流出対策や緑地等による
保水能力の維持向上を図る。さらに、災害に強くコンパク 
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トな都市を目指し、立地適正化計画*について必要に応じ
防災指針の追加等の見直しを行う。 
水害時には災害対策本部機能を浸水の危険性が低い公共施
設へ移動する等、災害応急対策及び災害復旧対策が滞りな
く行われるよう本部機能を維持するための検討を行う。 

◆市民の防災意識の向上  
【総合計画 1-2-2 防災体制の充実強化】 

地域と連携した防災訓練等の開催やハザードマップ*の
活用により、避難場所や危険箇所の周知、自主防災組織の
育成や地域の対応力強化など、市民の防災意識の向上を図
る。 

【市街地部】 
◆災害に強い幹線道路の整備             

【総合計画 3-2-1 道路などの整備】 
幹線道路は、骨格的な防災空間の一つとして、火災延焼

の遮断、災害時の緊急活動空間、避難路などの機能を有し
ており、災害に強い都市づくりを図る上で大きな役割を担
っている。このため幹線道路について、バリアフリー化*
をはじめとする改良を計画的に進める。 
また、災害時の緊急車両や救援物資運搬車両の通行を円滑
にするため、緊急輸送道路を中心に迅速な対応が可能な道
路環境を整備及び維持する。 

◆都市公園の整備       
【総合計画 1-2-3 災害に備えた社会基盤の強靭化】 

都市公園は、災害時の避難場所、延焼防止、復旧・復興
時の拠点となるなど、都市の安全性を向上させ、地震など
の災害から市民を守る役割が期待される。 
本市の防災拠点として、総合運動公園を整備するととも

に、公園へのアクセス道路の整備を検討する。また、既存
の街区公園について、災害時に誰もが避難場所として利用
できるよう、施設のバリアフリー化*等の整備を検討する 
◆市街地の防災性向上                   

【総合計画 1-2-3 災害に備えた社会基盤の強靭化】 
道路等の都市基盤が未整備で道路幅員が狭い地区は、安

全性や市街地の防災性向上の観点から、沿道の建築物の建
て替えを促進し、道路幅員を確保する。 
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４－２ ハザード情報の整理 

 

  災害リスクの分析を行うにあたり、本市の市街化区域に存在

する災害ハザード情報を整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【山間部】 
◆林地開発に対する適切な指導              

【総合計画 4-1-1 森林環境の保全】 
荒廃森林の整備に努めるとともに、既設林道の適切な維持
管理を行う。また、周辺地域における災害の防止、下流地
域における水害の防止、環境の保全等の観点から、林地開
発により災害危険性が高まることがないよう適切な指導等
を行うとともに、水源かん養のために、森林資源を適切に
整備する。 

【関連計画２】那珂川市国土強靭化地域計画 
 
第３章 地域強靭化の基本的な考え方 
Ⅰ 基本目標 
基本法第１４条において、「国土強靭化地域計画は、国土強

靭化基本計画との調和が保たれたものでなければならない。」
とされています。 
これを踏まえ、本計画は、那珂川市総合計画とその基本構

想におけるまちの将来像『笑顔で暮らせる自然都市なかがわ
～これからも住み続けたい協働のまちを目指して～』を掲げ
る本市の強靭化を推進するため、基本計画及び県地域計画と
同じ次の４項目を基本目標とします。 

 

基本目標 
① 人命の保護が最大限図られること 
② 市及び地域社会の重要な機能が致命的な障害を受け

ずに維持されること 
③ 市民の財産及び公共施設に係る被害の最小化 
④ 迅速な復旧復興が図られること 

 
推進にあたっては、市民や関係機関との協働により進める

とともに、庁内関係各課の横断的な推進体制を図り、ハード
対策とソフト対策を適切に組み合わせて取り組みます。 
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洪

水 

洪水浸水想定区域 

 河川が氾濫した場合に浸水する範囲及び浸水の深さ 

※本計画では、1000 年に 1 度の大雨である想定最大規模

（961ｍｍ/24 時間の雨が降った場合）における浸水想

定区域を前提に防災まちづくりの指針を考えます。 

家屋等氾濫想定区域（氾濫流、河岸浸食） 

【氾濫流】木造 2 階建ての家屋を想定した場合、家屋の

倒壊・流失をもたらすような洪水の氾濫流が発生する恐

れがある範囲 

【河岸浸食】家屋の倒壊・流失をもたらすような河岸浸

食が発生する恐れがある範囲 

※本計画では、1000 年に 1 度の大雨である想定最大規模

（961ｍｍ/24 時間の雨が降った場合）における家屋等

氾濫想定区域を前提に防災まちづくりの指針を考えま

す。 

土

砂

災

害 

土砂災害特別警戒区域（急傾斜地の崩壊、土石流） 

がけ崩れ等の土砂災害が発生した場合に、建築物に損

壊が生じ、住民等の生命または身体に著しい危害が生

ずるおそれがあると認められる土地の区域 

土砂災害警戒区域 

がけ崩れ等の土砂災害が発生した場合に、住民等の生

命または身体に危害が生ずるおそれがあると認められ

る土地の区域 

急傾斜地崩壊危険区域（災害危険区域） 

崩壊するおそれのある急傾斜地で、その崩壊により一

定規模以上の人家等に危害が生じるおそれのある土地

及びこれに隣接する土地であり急傾斜地の崩壊を助
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長・誘発する行為を制限する区域 

※本市においては、土砂災害特別警戒区域に指定された

土地の一部が指定されています。 

 

４－３  災害履歴 

 那珂川市地域防災計画（令和 3年 4月策定）によると、本市で

は過去に以下のような災害が発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】那珂川市地域防災計画 

第 4 節 災害危険性 

第 1 災害履歴 

１．水害 

市中央を流れる那珂川の氾濫による水害が頻繁に発生し

ている。昭和３８年の水害では、多くの民家が浸水・倒壊な

どの被害を受け、現人橋、安西橋、橋本橋は決壊した。 

なお、昭和２４年８月、同２７年６月、及び３８年７月の

豪雨は、那珂川水系に甚大な被害をもたらした。また、下流

一帯は年々水不足に悩まされ、灌漑用水、上水道用水の不足

は、当該地域の発展を著しく阻害していた。これらの問題を

解消するため、ここに洪水調節・灌漑用水の補給、上水道用

水の供給を目的として建設された多目的ダム「南畑ダム」サ

イトの碑に記載がある。 

平成２１年７月の中国・九州北部豪雨による水害では、床

上浸水７３棟、床下浸水１２５棟、河川の溢水１３箇所の甚

大な被害が発生した。 

県は、那珂川水系那珂川に係る洪水浸水想定区域を平成

３０年４月２７日に指定している。 
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４－４  市街化区域内で想定される災害 

誘導区域の設定にあたり、市街化区域内で想定される災害につ

いて図に示します。 

 

４-４-１． 洪水浸水想定区域 

市街化区域内では、主に那珂川や梶原川の外水氾濫（溢水、堤

防の決壊による河川からの流入水による洪水氾濫）が想定されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．土砂災害 

市の大部分が山地から構成され、土砂災害は頻繁に発生し

ている。平成１１年６月の集中豪雨では、斜面崩壊による国

道３８５号の通行止めが生じ、また、平成１５年７月の集中

豪雨では家屋の床下以上の浸水による損壊が４０棟を超え

るなど多大の被害をうけた。 

平成２１年７月の中国・九州北部豪雨による水害では、が

け崩れ９５箇所、住宅被害６棟の被害が発生し土砂災害によ

る国道３８５号の通行止めも発生した。 

 

県は、土砂災害防止法（土砂災害警戒区域等における土砂

災害防止対策の推進に関する法律）に基づき、市内の土砂災

害警戒・特別警戒区域（土石流、急傾斜地の崩壊、地滑り）

を指定している。 

３．地震災害 

『新編被害地震総覧〔増補改訂版〕 』 によると、１８９

８年８月１０日の「糸島地震」で震度４、１８５４年７月２

４日の「安政南海地震」で震度５の揺れがあったとされてお

り、家屋等への被害があったと予想される。また、平成１７

年３月２０日及び同年４月２０日に発生した福岡県西方沖

地震により、１９６棟もの家屋が被害に遭った。 

平成１８年１月２６日に改正施行された「建築物の耐震改

修の促進に関する法律」（平成７年法律１２３号、以下「法」

と言う。）を受け、市域において発生の恐れがある地震やそ

れに伴う建物被害等の可能性を 市民に伝えるための 地震

揺れやすさマップ・危険度マップを平成２６年３月に作成し

た。 
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那珂川の外水氾濫は、平成 21 年 7 月の中国・九州北部豪雨の

災害を踏まえ、福岡県の床上浸水対策特別緊急事業による改修が

進められているため、氾濫の危険性は減少すると予想されます。

しかし、当事業は平成 21 年 7 月の中国・九州北部豪雨における

降雨（302ｍｍ/24 時間）が再度発生した場合に堤防満杯で流下

できるよう改修されるため、これ以上の豪雨が発生すれば氾濫す

る恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市街化区域内の浸水想定区域 

出典：那珂川市総合防災マップ 
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４-４-２． 家屋等倒壊氾濫想定区域 

市街化区域内では、河川の増水を原因とする氾濫流が発生した

際、木造 2 階建ての建築物を想定した場合、家屋の流失・倒壊を

もたらす恐れがある「家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）」が含

まれています。また、洪水時に河岸浸食が発生し、家屋の流失・

倒壊をもたらす恐れがある「家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸

食）」が含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市街化区域内の家屋倒壊等氾濫想定区域 

出典： 那珂川市総合防災マップ 
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４-４-３． 土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 

市街化区域内では土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域が

指定されており、大雨による土砂災害で建築物に被害が及ぶ可能

性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市街化区域内の土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 

出典： 那珂川市総合防災マップ 
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４－５  市街化区域内の課題分析 

市街化区域について、想定される災害と都市の情報を重ね合わ

せることで、災害リスクと課題の分析を行います。 

 

浸水想定区域 × 人口集中地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（人口集中地区） 

那珂川市総合防災マップ 

 人口が集中しているエリアに浸水リスクがある 分析 
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浸水想定区域 × 要配慮者等利用施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：那珂川市総合防災マップ 

庁内資料 

※要配慮者等利用施設とは、高齢者、障がいのある人、乳幼児等の要配慮者等が利用

する施設であり、具体的には、高齢者福祉施設、障がい者福祉施設、子ども子育て

支援施設、医療施設（小児科含む）、教育施設を指す。 

 要配慮者等利用施設に浸水リスクがある 分析 
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浸水想定区域 × 高齢化率（現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（平成 27 年（2015 年）の高齢化率） 

那珂川市総合防災マップ 

 高齢化率が高い地域に浸水リスクがある 分析 
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浸水想定区域 × 高齢化率（将来） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（平成 27 年（2015 年）の高齢化率をもとに推計した

令和 22 年（2040 年）の高齢化率） 

那珂川市総合防災マップ 

将来的に高齢化率が高くなると予想される地域に浸

水リスクがある 
分析 
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浸水想定区域 × 建物階数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

3.0ｍ以上の浸水が想定されている地域に１階建ての

建築物が存在しており、垂直避難が困難な場合がある 
分析 
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家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） × 建物構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）に木造建築物が存

在しており、倒壊のリスクがある 
分析 
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家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食） × 住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）に住宅が存在

しており、倒壊のリスクがある 
分析 



19 

 

頁 新 旧 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 × 住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に住宅が存

在しており、被害を受ける恐れがある 
分析 
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 市街化区域内には、以下のような災害リスクがあることがわ

かります。 

 

重ね合わせ分析 課題 

浸水想定区域 

×人口集中地区 

 

人口が集中しているエリアに

浸水リスクがある 

浸水想定区域 

×要配慮者等利用施設 

 

要配慮者等利用施設に浸水リ

スクがある 

浸水想定区域×高齢化率 

 

高齢化率が高い地区に浸水リ

スクがある 

将来的に高齢化率が高い地区

に浸水リスクがある 

浸水想定区域×建物階数 

 

3.0ｍ以上の浸水が想定されて

いる地域に１階建ての建築物

が存在しており、垂直避難が困

難な場合がある 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） 

×建物構造 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫

流）に木造建築物が存在してお

り、倒壊のリスクがある 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食） 

×住宅 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸

浸食）に住宅が存在しており、

倒壊のリスクがある 

土砂災害特別警戒区域 

・土砂災害警戒区域×住宅 

 

土砂災害特別警戒区域・土砂災

害警戒区域に住宅が存在して

おり、被害を受ける恐れがある 
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４－６  地域別の課題分析及び取り組み方針 

地域別の課題を分析するため、市街化区域内を対象として、行

政区別の片縄地区、岩戸地区、安徳地区の 3 地区に分け、想定さ

れる災害と都市の情報を重ね合わせることで、災害リスクと課題

の分析を行います。 
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４-６-１． 片縄地区 

地区の特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

那珂川沿いに浸水想定区域や家屋倒壊等氾濫想定区域があ

り、一部は平成 21 年 7 月洪水時に浸水被害を受けている

ため、避難には注意が必要である。 

急傾斜地があり、土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域

に指定されているため、避難の際は注意する必要がある。 

分析 
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浸水想定区域 × 人口集中地区           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（人口集中地区） 

那珂川市総合防災マップ 

人口が集中しているエリアに浸水リスクが

ある 

分析 
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浸水想定区域 × 要配慮者等利用施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：那珂川市総合防災マップ、庁内資料 

※要配慮者等利用施設とは、高齢者、障がいのある人、乳幼児等の要配慮者等が利

用する施設であり、具体的には、高齢者福祉施設、障がい者福祉施設、子ども子

育て支援施設、医療施設（小児科含む）、教育施設を指す。 

要配慮者等利用施設に浸水リスクがある 

分析 
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浸水想定区域 × 高齢化率（現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（平成 27 年（2015 年）の高齢化率） 

那珂川市総合防災マップ 

 

高齢化率が高い地域に浸水リスクは見受け

られない 

分析 
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浸水想定区域 × 高齢化率（将来） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来的に高齢化率が高くなると予想される

地域に浸水リスクがある 

分析 

出典：国土数値情報（平成 27 年（2015 年）の高齢化率をもとに推計した

令和 22 年（2040 年）の高齢化率） 

那珂川市総合防災マップ 
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浸水想定区域 × 建物階数          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

3.0ｍ以上の浸水が想定されている地域に

１階建ての建築物が存在しており、垂直避

難が困難な場合がある 

 

分析 
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家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） × 建物構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）に木造建

築物が存在しており、倒壊のリスクがある 

分析 
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家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食） × 住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）に住宅が

存在しており、倒壊のリスクがある 

分析 
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土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 × 住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に住

宅が存在しており、被害を受ける恐れがある 

分析 
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①洪水 

【地区の特性分析】 

那珂川沿いに浸水想定区域や家屋倒壊等氾濫想定区域があ

り、一部は平成 21 年 7 月洪水時に浸水被害を受けている

ため、避難には注意が必要である。 

【重ね合わせ分析】 

・ 人口が集中しているエリアに浸水リスクがある 

・ 要配慮者等利用施設に浸水リスクがある 

・ 高齢化率が高い地域に浸水リスクがある 

・ 将来的に高齢化率が高くなると予想される地域に浸水リ

スクがある 

・ 3.0ｍ以上の浸水が想定されている地域に１階建ての建

築物が存在しており、垂直避難が困難な場合がある 

・ 家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）に木造建築物が存在

しており、倒壊のリスクがある 

・ 家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）に住宅が存在して

おり、倒壊のリスクがある 

②土砂災害 

【地区の特性分析】 

・ 急傾斜地があり、土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域

に指定されているため、避難の際は注意する必要がある。 

【重ね合わせ分析】 

・ 土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に住宅が存在

しており、被害を受ける恐れがある。 

 

分析（片縄地区）まとめ 
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施策１【ハード対策】 

河川改修による治水対策 

 

施策２【ハード対策】  

都市基盤整備による避難経路・避難所等の確保 

 

施策４【ソフト対策】 

総合防災マップの作成・周知 

 

施策５【ソフト対策】 

自主防災体制の整備 

 

施策６【ソフト対策】 

地区別防災カルテの活用 

施策３【ソフト対策】 

 安全な地域への居住誘導 

対応する施策 

※各施策の詳細はＰ62 に掲載 
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４-６-２． 岩戸地区 

地区の特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

那珂川沿いに浸水想定区域や家屋倒壊等氾濫想定区域があ

り、一部は平成 21 年 7 月洪水時に浸水被害を受けているた

め、避難には注意が必要である。 

市役所周辺の西隈地区はほぼ全域が浸水想定区域であり、避

難時には高所への避難をいったん行い、その後、避難所へ移

動する等の対応が重要である。 

急傾斜地があり、土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に指

定されているため、避難の際は注意する必要がある。 

 

分析 
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浸水想定区域 × 人口集中地区           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（人口集中地区） 

那珂川市総合防災マップ 

 

人口が集中しているエリアに浸水リスクがある 

分析 
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浸水想定区域 × 要配慮者等利用施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：那珂川市総合防災マップ 

庁内資料 

※要配慮者等利用施設とは、高齢者、障がいのある人、乳幼児等の要配慮者等が利用

する施設であり、具体的には、高齢者福祉施設、障がい者福祉施設、子ども子育て

支援施設、医療施設（小児科含む）、教育施設を指す。 

要配慮者等利用施設に浸水リスクがある 

分析 
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浸水想定区域 × 高齢化率（現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４-６ 防災まちづくりに向けた取り組み方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（平成 27 年（2015 年）の高齢化率） 

那珂川市総合防災マップ 

 

高齢化率が高い地域に浸水リスクがある 

分析 
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浸水想定区域 × 高齢化率（将来） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来的に高齢化率が高くなると予想される地域に浸水リス

クがある 

分析 

出典：国土数値情報（平成 27 年（2015 年）の高齢化率をもとに推計

した令和 22 年（2040 年）の高齢化率） 

那珂川市総合防災マップ 
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浸水想定区域 × 建物階数         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

3.0ｍ以上の浸水が想定されている地域に１階建ての建築物

が存在しており、垂直避難が困難な場合がある 

分析 
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家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） × 建物構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）に木造建築物が存在して

おり、倒壊のリスクがある 

分析 
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家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食） × 住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）に住宅が存在しており、

倒壊のリスクがある 

分析 
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土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 × 住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に住宅が存在して

おり、被害を受ける恐れがある 

分析 
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①洪水 

【地区の特性分析】 

那珂川沿いに浸水想定区域や家屋倒壊等氾濫想定区域があり、

一部は平成 21 年 7 月洪水時に浸水被害を受けているため、

避難には注意が必要である。 

市役所周辺の西隈地区はほぼ全域が浸水想定区域であり、避難

時には高所への避難をいったん行い、その後、避難所へ移動

する等の対応が重要である。 

【重ね合わせ分析】 

人口が集中しているエリアに浸水リスクがある 

要配慮者等利用施設に浸水リスクがある 

高齢化率が高い地域に浸水リスクがある 

将来的に高齢化率が高くなると予想される地域に浸水リスク

がある 

3.0ｍ以上の浸水が想定されている地域に１階建ての建築物が

存在しており、垂直避難が困難な場合がある 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）に木造建築物が存在してお

り、倒壊のリスクがある 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）に住宅が存在しており、

倒壊のリスクがある 

 

②土砂災害 

【地区の特性分析】 

急傾斜地があり、土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に指

定されているため、避難の際は注意する必要がある。 

【重ね合わせ分析】 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に住宅が存在してお

り、被害を受ける恐れがある。 

分析（岩戸地区）まとめ 
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施策１【ハード対策】 

河川改修による治水対策 

 

施策２【ハード対策】  

都市基盤整備による避難経路・避難所等の確保 

 

施策４【ソフト対策】 

総合防災マップの作成・周知 

 

取り組み方針５【ソフト対策】 

自主防災体制の整備 

 

取り組み方針６【ソフト対策】 

地区別防災カルテの活用 

施策３【ソフト対策】 

 安全な地域への居住誘導 

対応する施策 

※各施策の詳細はＰ62 に掲載 
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４-６-３． 安徳地区 

地区の特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

那珂川沿いや梶原川沿いに浸水想定区域や家屋倒壊等氾濫

想定区域があり、一部は平成 21 年 7 月洪水時に浸水被害を

受けているため、避難には注意が必要である。 

今光区は那珂川が区を分断しているため、洪水時の緊急避難

場所を選択するにあたっては、那珂川を渡河しないようにす

る必要がある。 

梶原川が大きく湾曲している箇所が 2 箇所あり、避難には注

意が必要である。 

急傾斜地があり、土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に指

定されているため、避難の際は注意する必要がある。 

 

分析 



45 

 

頁 新 旧 

55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水想定区域 × 人口集中地区           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（人口集中地区） 

那珂川市総合防災マップ 

 

人口が集中しているエリアに浸水リスクがある 

分析 
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浸水想定区域 × 要配慮者等利用施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：那珂川市総合防災マップ 

庁内資料 

※要配慮者等利用施設とは、高齢者、障がいのある人、乳幼児等の要配慮者等が利用

する施設であり、具体的には、高齢者福祉施設、障がい者福祉施設、子ども子育て

支援施設、医療施設（小児科含む）、教育施設を指す。 

要配慮者等利用施設に浸水リスクがある 

分析 



47 

 

頁 新 旧 

57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水想定区域 × 高齢化率（現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（平成 27 年（2015 年）の高齢化率） 

那珂川市総合防災マップ 

 

高齢化率が高い地域に浸水リスクがある 

 

分析 

分析 
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浸水想定区域 × 高齢化率（将来） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土数値情報（平成 27 年（2015 年）の高齢化率をもとに推計した

令和 22 年（2040 年）の高齢化率） 

那珂川市総合防災マップ 

 

将来的に高齢化率が高くなると予想される地域に浸水リス

クがある 

分析 
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浸水想定区域 × 建物階数          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

3.0ｍ以上の浸水が想定されている地域に１階建ての建築物

が存在しており、垂直避難が困難な場合がある 

分析 
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家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） × 建物構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

市街化区域内に家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）は存在し

ない 

分析 
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家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食） × 住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）に住宅が存在しており、

倒壊のリスクがある 

分析 
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土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 × 住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典： 都市計画基礎調査（平成 29 年度） 

那珂川市総合防災マップ 

 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に住宅が存在して

おり、被害を受ける恐れがある 

分析 
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①洪水 

【地区の特性分析】 

・ 那珂川沿いや梶原川沿いに浸水想定区域や家屋倒壊等

氾濫想定区域があり、一部は平成 21 年 7 月洪水時に浸

水被害を受けているため、避難には注意が必要である。 

・ 今光区は那珂川が区を分断しているため、洪水時の緊急

避難場所を選択するにあたっては、那珂川を渡河しない

ようにする必要がある。 

・ 梶原川が大きく湾曲している箇所が 2 箇所あり、避難に

は注意が必要である。 

【重ね合わせ分析】 

・ 人口が集中しているエリアに浸水リスクがある 

・ 要配慮者等利用施設に浸水リスクがある 

・ 高齢化率が高い地域に浸水リスクがある 

・ 将来的に高齢化率が高くなると予想される地域に浸水

リスクがある 

・ 3.0ｍ以上の浸水が想定されている地域に１階建ての建

築物が存在しており、垂直避難が困難な場合がある 

・ 家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）に住宅が存在して

おり、倒壊のリスクがある 

分析（安徳地区）まとめ 
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②土砂災害 

【地区の特性分析】 

・ 急傾斜地があり、土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区

域に指定されているため、避難の際は注意する必要がある。 

【重ね合わせ分析】 

・ 土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域に住宅が存在

しており、被害を受ける恐れがある 

施策１【ハード対策】 

河川改修による治水対策 

 

施策２【ハード対策】  

都市基盤整備による避難経路・避難所等の確保 

 

施策４【ソフト対策】 

総合防災マップの作成・周知 

 

施策５【ソフト対策】 

自主防災体制の整備 

 

取り組み方針６【ソフト対策】 

地区別防災カルテの活用 

対応する施策 

※各施策の詳細はＰ62 に掲載 

施策３【ソフト対策】 

 安全な地域への居住誘導 
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４－７  防災まちづくりの方針 

本市の市街地内には浸水想定区域や土砂災害特別警戒区域等

が含まれていることから、災害リスクをできる限り回避・低減さ

せるため、安全な地域への居住誘導に取り組むとともに、ハード・

ソフトの両面から防災対策を行います。 

 特に洪水時の浸水リスクについては、本市の市街地の中心部が

浸水想定区域に含まれていることから、河川改修事業などを関係

機関と協力して促進するとともに、ハザードマップの活用等によ

り市民の防災意識の向上を図ります。 

 

４－８  誘導区域から除外する区域 

都市再生特別措置法及び都市計画運用指針に基づき、居住誘導

区域及び都市機能誘導区域から、災害危険性のあるところなどを

除外します。 

(1)「居住誘導区域に含まないこと」とされている区域 

以下の区域については、都市再生特別措置法等により居住誘導

区域に含まないこととされています。 

 

 

「含まないこと」とされてい

る区域 
区域設定の考え 

土砂災害特別警戒区域 
誘導区域に含まない 

※区域指定解除の段階で誘導区域に含め
ることを検討 

急傾斜地崩壊危険区域 

誘導区域に含まない 

※区域指定解除の段階で誘導区域に含め

ることを検討 
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(2)「原則として居住誘導区域に含まないこと」とされている区域 

 以下の区域については、都市計画運用指針により「それぞれの

区域の災害リスク、警戒避難体制の整備状況、災害を防止し、又

は軽減するための施設の整備状況や整備見込み等を総合的に勘

案し、居住を誘導することが適当ではないと判断される場合は、

原則として、居住誘導区域に含まないこととすべき」とされてい

ます。 

 

浸水想定区域は水防法に基づき、想定しうる最大規模（流域全

体に 961ｍｍ/24 時間）の降雨が発生した場合を想定して設定し

ているものです。市街地を那珂川が縦断する本市の都市構造上、

浸水想定区域を誘導区域外とすると、市街化区域の中心部を誘導

区域外とすることとなります。 

そのため、浸水想定区域については、「4-9 防災まちづくり

に向けた施策」に示す河川改修や避難場所の確保等のハード対策

及び市民への周知や避難対策の構築といったソフト対策の両面

からの防災対策を前提として、誘導区域に含むこととします。 

 

「原則として含まないこと」とされ

ている区域 
区域設定の考え 

土砂災害警戒区域 
誘導区域に含まない 

※区域指定解除の段階で誘導区域
に含めることを検討 

浸水想定区域 

誘導区域に含む 
 洪水浸水想定区域 

 
家屋倒壊等氾濫想

定区域 
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４－９  防災まちづくりに向けた施策 

施策① 河川改修による治水対策 

平成２１年７月の中国・九州北部豪雨による那珂川の氾濫等に

より甚大な浸水被害が発生したことから、福岡県において那珂川

の河川改修事業が実施されており、県及び関係機関と連携・協力

し、事業の促進を図っています。加えて、支流の梶原川も浸水被

害が発生していることから、河川改修等を県に引き続き要請しま

す。 

 

施策② 都市基盤整備による避難経路・避難所等の確保 

 道路整備等、都市基盤の整備推進により、災害時の避難経路の

機能充実を図ります。 

 災害時に自衛隊、消防等の活動拠点となる総合運動公園を整備

します。また、災害時に国道 385 号から総合運動公園・市民体育

館へ円滑に避難や物資輸送ができるよう、道路を整備します。 

 

施策③ 安全な地域への居住誘導 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域を含むがけ地近接区

域の住宅については、がけ地近接等危険住宅移転事業の推進によ

り、安全な居住地への居住誘導を図ります。 

 

施策④ 総合防災マップの作成・周知 

平成 30 年 4 月に福岡県が想定最大規模 

（千年に一度以上の大雨）の浸水想定区域 

を公表したことに伴い、総合防災マップの 

改定を進め、令和元年度に総合防災マップ 

として更新しました。 

今後は、総合防災マップを市内全戸に配布し、市民に周知を図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合防災マップ 
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るとともに、説明会などを実施することで、市民の防災意識の向

上を図ります。 

 

施策⑤ 自主防災体制の整備 

地域ごとの自主防災組織の育成に努め、防災訓練等の開催や総

合防災マップの活用により、市民の防災意識を向上させるととも

に地域の対応力向上を図ります。 

 

施策⑥ 地区別防災カルテの活用 

令和元年度に地区別防災カルテの見直しを行いました。見直しに

あたっては、地域の方が把握されている危険箇所や避難場所への経

路等を確認しました。今後は毎年６月に実施している市民防災訓練

などでの活用し、防災意識の向上や避難体制の強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災カルテ 
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図 指定緊急避難場所（水害時） 

出典： 那珂川市総合防災マップ 
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本市では、居住誘導区域内に浸水想定区域を含んでいることか

ら、災害発生時は住民一人ひとりがご自分やご家族の命を守る行

動を取ることも重要です。事前の情報確認や早めの避難行動等、

洪水浸水から命を守るために必要な以下のような行動を住民が

自発的に行えるよう、総合防災マップ等で必要な情報発信を図り

ます。 

 また、今後の防災まちづくりの方針を次ページに示していま

す。 
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第５章 誘導区域等の設定 

 

５－１ 誘導区域等の基本的な考え方 

本市の居住誘導区域及び都市機能誘導区域は、以下のとおり設

定します。設定の考え方や手順については「5-2 居住誘導区域の

設定」及び「5-3 都市機能誘導区域の設定」で整理しています。 

■居住誘導区域及び都市機能誘導区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４-２ 居住誘導区域の設定 

４-２-１． 基本的な考え方 

＜略＞ 

４-２-２． 区域設定の手順 

STEP１ 図 

 ※市街化区域のラインを修正 

 

４-２-３． 居住誘導区域 

居住誘導区域面積：約 538.9ha 

 

 

 

第４章 誘導区域等の設定 

 

４－１ 誘導区域等の基本的な考え方 

本市の居住誘導区域及び都市機能誘導区域は、以下のとおり設定

します。設定の考え方や手順については「4-2 居住誘導区域の設

定」及び「4-3 都市機能誘導区域の設定」で整理しています。 

■居住誘導区域及び都市機能誘導区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住誘導区域 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 

新幹線車両基地 
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５-２ 居住誘導区域の設定 

５-２-１． 基本的な考え方 

＜略＞ 

５-２-２． 区域設定の手順 

STEP１ 図 

※市街化区域のラインを修正 

５-２-３ 居住誘導区域 

居住誘導区域面積：約 538.9ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４-２ 居住誘導区域の設定 

４-２-１． 基本的な考え方 

＜略＞ 

４-２-２． 区域設定の手順 

STEP１ 図 

※市街化区域のラインを修正 

４-２-３ 居住誘導区域 

居住誘導区域面積：約 530.5ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道 

行政区域 

都市計画区域 

市街化区域 

居住誘導区域 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 

新幹線車両基地 
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５-２-４． 除外区域について 

居住誘導区域及び都市機能誘導区域から、都市計画運用指針に

基づき、以下の区域を除外しています。 

 

都市計画運用
指針での取扱 

市街化区域内の該

当区域 
区域設定の考え 

①含まないことと

されている区域 

・災害危険区域（急

傾斜地崩壊危険区

域） 

誘導区域に含まない 

※区域指定解除の段階

で誘導区域に含むこと

を検討 
・土砂災害特別警戒

区域 

②原則として含

まないこととされ

ている区域 

・土砂災害警戒区域 

・浸水想定区域 誘導区域に含む 

 

図 除外候補区域 

※市街化区域のラインを修正 

 

５-３-２． 区域設定の手順 

STEP１ 図 

※市街化区域のラインを修正 

 

 

 

 

 

 

 

４-２-４． 除外区域について 

居住誘導区域及び都市機能誘導区域から、都市計画運用指

針に基づき、災害危険性のあるところなど以下の区域を除外

しています。 

都市計画運用指
針での取扱 

本市の該当区域 区域設定の考え 

①含めない区域 ・災害危険区域（急傾斜

地崩壊危険区域） 

誘導区域に含まない 

※区域指定解除の段

階で誘導区域に含

む 

②原則含めない

区域 

・土砂災害特別警戒区域 

③誘導に適切で

ない場合、含め

ない区域 

・土砂災害警戒区域 

・浸水想定区域 誘導区域に含む 

 

 

図 除外候補区域 

 

 

４-３-２． 区域設定の手順 

STEP１ 図 

※市街化区域のラインを修正 
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５-３-３． 都市機能誘導区域 

都市機能誘導区域面積：約 259.7ha 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-４  新市街地整備検討地区 

ミリカローデン那珂川周辺の仲・五郎丸地区、中心拠点と行

政・福祉拠点を結ぶ国道 385 号沿道の地区においては、都市計

画マスタープランに基づき、計画的に新たな市街地の創出を検

討しています。これらの地区は、市街化区域内にまとまった低

未利用地がない本市において、目指すべき都市構造の実現に向

４-３-３． 都市機能誘導区域 

機能誘導区域面積：約 247ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４-４  新市街地検討区域 

西鉄バス那珂川営業所周辺の道善・恵子地区、ミリカローデ

ン那珂川周辺の仲・五郎丸地区、市役所周辺の西隈地区におい

ては、都市計画マスタープランに基づき、計画的に新たな市街

地の創出を検討しています。これらの地区は、市街化区域内に

まとまった低未利用地がない本市において、目指すべき都市構

居住誘導区域 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 

新幹線車両基地 
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け、都市機能の強化や居住環境を形成する受け皿としての活用

が見込まれます。 

そのため、本計画においては、これらの地区を新市街地整備

検討地区として位置付け、将来的に市街化区域へ編入された場

合は、誘導区域への編入を検討します。 

なお、新市街地の整備にあたっては、下図に示す新市街地整備

検討地区の中から、災害時の安全性を考慮して実際の事業区域を

検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

造の実現に向け、都市機能の強化や移住・定住の受け皿として

の活用が見込まれます。 

そのため、本計画においては、これらの地区を新市街地検討

区域として位置付け、将来的に市街化区域へ編入された場合

は、誘導区域への編入を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住誘導区域 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 

新幹線車両基地 
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81 
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５-５  誘導施設の検討 

５-５-１． 基本的な考え方 

図 市街化区域内の都市機能の充足状況 

※市街化区域のラインを修正 

５-５-２． 都市機能の利用状況やニーズの確認 

＜略＞ 

５-５-３． 誘導施設の検討 

＜略＞ 

５-５-４． 誘導施設の設定 

＜略＞ 

 

第６章  計画の実現に向けた取組 

６－１  誘導施策 

＜略＞ 

６-１-１． 居住誘導に向けた施策 

（１）住宅開発や人口動態の把握・分析 

＜略＞ 

（２）地区特性に応じた暮らしやすい環境の形成 

＜略＞ 

（３）災害に強い市街地の形成 

市民が安全に暮らせる環境を整えるため、地震や豪雨などの大規

模災害を想定し、安全な居住地への居住誘導を図るほか、道路・

河川等の改修による防災対策の強化を図ります。また、本市を縦

断する那珂川の想定最大規模の浸水想定区域は居住誘導区域内

にも広がっている状況であり、災害時に市民の円滑な避難ができ

るよう、総合防災マップの周知など情報提供に努めます。さらに、

民間施設と連携し、災害時の避難所としての活用を検討します。 

防災拠点として、後野地区に総合運動公園を整備します。また、

４-５  誘導施設の検討 

４-５-１． 基本的な考え方 

図 市街化区域内の都市機能の充足状況 

 

４-５-２． 都市機能の利用状況やニーズの確認 

＜略＞ 

４-５-３． 誘導施設の検討 

＜略＞ 

４-５-４． 誘導施設の設定 

＜略＞ 

 

第５章  計画の実現に向けた取組 

５－１  誘導施策 

＜略＞ 

５-１-１． 居住誘導に向けた施策 

（１）住宅開発や人口動態の把握・分析 

＜略＞ 

（２）地区特性に応じた暮らしやすい環境の形成 

＜略＞ 

（３）災害に強い市街地の形成 

市民が安全に暮らせる環境を整えるため、地震や豪雨などの大規

模災害を想定し、安全な居住地への居住誘導を図るほか、道路・

河川等の改修による防災対策の強化を図ります。また、本市を縦

断する那珂川の想定最大規模の浸水想定区域は居住誘導区域内

にも広がっている状況であり、災害時に市民の円滑な避難ができ

るよう、総合防災マップの周知など情報提供に努めます。さらに、

民間施設と連携し、災害時の避難所としての活用を検討します。 
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災害時に国道 385 号から総合運動公園・市民体育館へ、円滑に避

難や物資輸送ができるよう、道路を整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）交通ネットワークの強化と公共交通の利用促進 

本市の重要な課題である交通環境の改善に向けて、都市機能誘導

区域内の道路の整備や居住誘導区域内の生活道路の維持改修を

進めます。また、公共交通沿線への居住誘導や徒歩・自転車環境

の改善を図り、自家用車に過度に依存しない暮らしができるまち

づくりを進めます。 

公共交通ネットワークの形成においては、地域公共交通網形成計

画に基づき、本計画でも拠点として位置付けているＪＲ博多南

駅、西鉄バス那珂川営業所、ミリカローデン那珂川といった主要

施設の循環路線の充実を基本に、その他の区域においては支線交

通やデマンド交通、シェアサイクルの導入など多面的な手段の検

討による交通ネットワークの利便性の維持向上を図ります。ま

た、交通結節点である西鉄バス那珂川営業所周辺について、道善・

恵子土地区画整理事業と連携して道路及び交通広場を整備し、乗

り換え利便性の強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）交通ネットワークの強化と公共交通の利用促進 

本市の重要な課題である交通環境の改善に向けて、都市計画道路

の整備や生活道路の維持改修を進めます。また、公共交通沿線へ

の居住誘導や徒歩・自転車環境の改善を図り、自家用車に過度に

依存しない暮らしができるまちづくりを進めます。 

公共交通ネットワークの形成においては、地域公共交通網形成計

画に基づき、本計画でも拠点として位置付けているＪＲ博多南

駅、西鉄バス那珂川営業所、ミリカローデン那珂川といった主要

施設の循環路線の充実を基本に、その他の区域においては支線交

通やデマンド交通、シェアサイクルの導入など多面的な手段の検

討による交通ネットワークの利便性の維持向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

具体の施策例） 

・がけ地近接等危険住宅移転事業      

・民間施設との災害時応援協定の締結 

・総合防災マップの周知や適切な更新、地域毎の防災カルテ

作成  

・道路・河川等の改修 

・国道 385 号から総合運動公園・市民体育館へ災害時のアク

セス性を確保するための道路整備 

 

具体の施策例） 

・がけ地近接等危険住宅移転事業      

・民間施設との災害時応援協定の締結 

・総合防災マップの周知や適切な更新、地域毎の防災カルテ

作成  

・道路・河川等の改修 
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（５）居住誘導区域内における住宅地の確保 

 居住誘導区域内の人口密度を維持するため、誘導区域内の未整

備地区において良好な住宅地の確保を進め、人口の受け皿として

活用します。 

 

 

 

 

６-１-２． 都市機能誘導に向けた施策 

（１）都市機能の立地動向の把握とニーズに応じた都市計画制度

の検討 

＜略＞ 

また、誘導施設の立地に向けて、低未利用地の活用を含むＪＲ

博多南駅前の高密化や、新市街地整備検討地区における新たな市

街地の創出も含め、特定用途誘導地区等の都市計画制度の運用を

検討します。 

（２）都市機能の誘導に向けた支援策の検討 

＜略＞ 

（３）魅力的な市街地の形成に向けた官民連携の取組 

＜略＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-１-２． 都市機能誘導に向けた施策 

（１）都市機能の立地動向の把握とニーズに応じた都市計画制度

の検討 

＜略＞ 

また、誘導施設の立地に向けて、低未利用地の活用を含むＪＲ

博多南駅前の高密化や、新市街地検討区域における新たな市街地

の創出も含め、特定用途誘導地区等の都市計画制度の運用を検討

します。 

（２）都市機能の誘導に向けた支援策の検討 

＜略＞ 

（３）魅力的な市街地の形成に向けた官民連携の取組 

＜略＞ 

具体の施策例） 

・道善・恵子地区（西鉄バス那珂川営業所周辺）の土地区画

整理事業の推進 

具体の施策例） 

・地域公共交通網形成計画による公共交通の見直し  

・交通結節点における道路及び交通広場の整備 

・シェアサイクルの導入 

・かわせみバス・デマンド交通の運行 

・運転免許自主返納への支援 

具体の施策例） 

・地域公共交通網形成計画による公共交通の見直し  

・シェアサイクルの導入 

・かわせみバス・デマンド交通の運行 

・運転免許自主返納への支援 
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（４）都市機能誘導区域内における受け皿の確保 

都市機能を強化するため、誘導区域内の未整備地区において都

市機能が立地できる市街地の整備を進めます。 

 

 

 

 

（５）都市機能誘導区域内における交通ネットワークの強化 

交通網の拠点であるＪＲ博多南駅と西鉄バス那珂川営業所を

中心に、都市機能誘導区域内の交通ネットワークの強化を図りま

す。西鉄バス那珂川営業所周辺については、道善・恵子土地区画

整理事業と連携して道路及び交通広場を整備し、乗り換え利便性

の強化を図ります。 

 

 

 

 

 

６-１-３． 新市街地整備検討地区における取組 

ミリカローデン那珂川周辺の仲・五郎丸地区、中心拠点と行政・

福祉拠点を結ぶ国道 385 号沿道の地区は、新たな市街地創出を検

討する新市街地整備検討地区として位置付けます。 

これらの区域は、市街化区域内にまとまった低未利用地がない

本市において、都市機能の強化や居住環境を形成する受け皿とな

る区域であるため、将来的に市街化区域へ編入された場合は、本

計画における誘導区域への編入を検討します。 

また、これらの区域については、土地区画整理事業など基盤整

備を進めるとともに、本市の都市機能強化に資する施設の誘致を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-１-３． 新市街地検討区域における取組 

西鉄バス那珂川営業所周辺の道善・恵子地区、ミリカローデン

那珂川周辺の仲・五郎丸地区、市役所周辺の西隈地区は、新たな

市街地創出を検討する新市街地検討区域として位置付けます。 

これらの区域は、市街化区域内にまとまった低未利用地がない

本市において、都市機能の強化や居住環境を形成する受け皿とな

る区域であるため、将来的に市街化区域へ編入された場合は、本

計画における誘導区域への編入を検討します。 

また、これらの区域については、土地区画整理事業など基盤整

備を進めるとともに、商業施設など本市の都市機能強化に資する

具体の施策例） 

・道善・恵子地区（西鉄バス那珂川営業所周辺）の土地区画

整理事業の推進 

具体の施策例） 

・地域公共交通網形成計画による公共交通の見直し  

・交通結節点における道路及び交通広場の整備 

 

 



70 

 

頁 新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討します。 

なお、新市街地の整備にあたっては、右図に示す新市街地整

備検討地区の中から、災害時の安全性を考慮して実際の事業区域

を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の誘致を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体の施策例） 

・道善・恵子地区（西鉄バス那珂川営業所周辺）の 

土地区画整理事業の推進 

居住誘導区域 

土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域 

新幹線車両基地 
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６－２  低未利用土地の有効活用と適正管理に関する指針等 

＜略＞ 

６－３  届出制度 

＜略＞ 

第７章  施策の達成状況に関する評価 

＜略＞ 

５－２  低未利用土地の有効活用と適正管理に関する指針等 

＜略＞ 

５－３  届出制度 

＜略＞ 

第６章  施策の達成状況に関する評価 

＜略＞ 

 


